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概要概要

本リリースノートには、Red Hat CodeReady Studio 12.18 の改良点、実装された追加機能、既知の
問題、バグ修正、テクノロジープレビュー、非推奨となった機能などの簡単な説明が記載されてい
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多様性を受け入れるオープンソースの強化

Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り
組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリ
スト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。これは大規模な取り組みであるため、これらの
変更は今後の複数のリリースで段階的に実施されます。詳細は、弊社 の CTO、Chris Wright のメッ
セージ を参照してください。

多様性を受け入れるオープンソースの強化多様性を受け入れるオープンソースの強化
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https://www.redhat.com/en/blog/making-open-source-more-inclusive-eradicating-problematic-language


第1章 本リリースについて
Red Hat CodeReady Studio 12.18 は、Red Hat CodeReady Studio 12.17 の更新です。

以下のセクションでは、Red Hat CodeReady Studio 12.18 の改良点、実装された追加機能、既知の問
題、バグ修正、テクノロジープレビュー、非推奨となった機能などを説明します。

CodeReady Studio 12.18 は、複数のソースから利用できます。CodeReady Studio の設定方法に関する
詳細は、『インストールガイド』を参照してください。

本リリースでサポートされるオペレーティングシステム、チップアーキテクチャー、および Java
Development Kit (JDK) に関する詳細は、『サポートされる構成およびコンポーネント』を参照してく
ださい。

Red Hat CodeReady Studio 12.18 リリースノートリリースノート
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https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_codeready_studio/12.18/html-single/installation_guide/
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_codeready_studio/12.18/html-single/supported_configurations_and_components/


第2章 改良された機能
CodeReady Studio は Red Hat JBoss Wildfly 22.0.0.Final をサポートするようになりました
(JBIDE-27494、JBIDE-27600)。
詳細は、WildFly のホームページ  を参照してください。

CodeReady Studio は JBoss EAP 7.3.4 との互換性を持つようになりました。
詳細は、「JBoss Enterprise Application Platform 7.3 Update 4 リリースノート」を参照してく
ださい。

CodeReady Studio は JBoss EAP XP 2.0 との互換性を持つようになりました。
詳細は「Develop Eclipse MicroProfile applications on Red Hat JBoss Enterprise Application
Platform XP 2.0」を参照してください。

OpenShift ツールは odo 2.0.3 をベースにしていをベースにしてい  ます。（JBIDE-27530、JBIDE-
27563、JBIDE-27553、JBIDE-27531）。
この機能改良により、devfile (開発者指向のマニフェストファイル) をベースとするデプロイメ
ントがサポートされるようになりました。

Hibernate 5.4 ランタイムプロバイダーが 5.4.27.Final に更新されました。
詳細は『Hibernate ORM 5.4.27 Release Notes』を参照してください。

Hibernate 5.3 ランタイムプロバイダーが 5.3.20.Final に更新されました。
詳細は『Hibernate ORM 5.3.20 Release Notes』を参照してください。

第第2章章 改良された機能改良された機能
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https://issues.redhat.com/browse/JBIDE-27494
https://issues.redhat.com/browse/JBIDE-27600
https://wildfly.org
https://access.redhat.com/ja/articles/5641041
https://developers.redhat.com/blog/2021/01/12/develop-eclipse-microprofile-applications-on-red-hat-jboss-enterprise-application-platform-xp-2-0/
https://issues.redhat.com/browse/JBIDE-27530??..but
https://issues.redhat.com/browse/JBIDE-27563
https://issues.redhat.com/browse/JBIDE-27553
https://issues.redhat.com/browse/JBIDE-27531
https://in.relation.to/2021/01/06/hibernate-orm-5427-final-release/
https://in.relation.to/2020/11/17/hibernate-orm-5320-final-release/


第3章 バグ修正
本リリースの CodeReady Studio で解決された問題の情報は、こちらの解決済みの問題 を参照
してください。

Red Hat CodeReady Studio 12.18 リリースノートリリースノート
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https://issues.redhat.com/browse/JBIDE-27575?jql=(project %3D JBIDE AND fixVersion in (4.18.0.AM1%2C 4.18.0.Final) OR project %3D JBDS AND fixVersion in (12.18.0.AM1%2C 12.18.0.GA)) AND status in (resolved%2C closed) AND resolution in (Done) AND component not in (platform-installer%2C integration-tests) ORDER BY component ASC%2C priority DESC


第4章 非推奨の機能
本リリースには非推奨になった機能はありません。

第第4章章 非推奨の機能非推奨の機能
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第5章 既知の問題
本リリースの CodeReady Studio における既知の問題の情報は、こちらの既知の問題 を参照してくださ
い。

特記すべき既知の問題を以下に示します。

JBDS-4710: ページのリロード後、中央ページに適切な内容が表示されない。
この問題を回避するには、Red Hat Central を再度開きます。

JBIDE-26118: 現在選択したソースから JSF2 Composite コンポーネントを作成できない。

JBIDE-27066: jdk11 を使用して OpenShift 4.4.0 クラスターにログインできない。
この問題を回避するには、JDK バージョン 8 を使用するか、SSL プロトコルとして TLSv1.2 を
使用するように Java を設定します。

TLSv1.2 を使用するように Java を設定するには、CodeReady Studio インストールディレクト
リー内の studio ディレクトリーにある codereadystudio.ini ファイルを開きます。

-vmargs セクションに以下の行を追加します。

-Djdk.tls.client.protocols=TLSv1.2

JBDS-4818: Mac OS プラットフォームでのバイナリー署名ポリシーの監視。

JBIDE-27449: 新しい Quarkus プロジェクト作成後のエラー。
この問題を回避するには、pom ファイルから以下の 2 行を削除します。

<goal>prepare</goal>
<goal>prepare-tests</goal>

JBIDE-27605: BYOE 2020-09 + JBT 4.17.0.Final から JBT 4.18.0.Final への更新時に依存関係が
競合。
この問題を回避するには、ヘルプヘルプ → Install New Software を使用して、RS の安定した更新サ
イトを選択し、JAX-RS と JAX-WS 機能の両方を選択します。どちらの機能も更新されます。

または、Preferences → Install/Update → Available Software を使用し、最新の Eclipse リ
リースを無効にします。これにより、Eclipse 2020.12 がインストールされます。

JBIDE-27498: 警告ダイアログによって要求された場合、Openshift 接続の更新は、Studio の起
動済みの CRC 1.16 には機能しない。

JBIDE-27496: BYOE + JBT 4.16 から JBT 4.17.0.Final に更新できない - JAXWS の依存関係の
競合
この問題を回避するには、ヘルプヘルプ → Install New Software を使用して、RS の安定した更新サ
イトを選択し、JAX-RS と JAX-WS 機能の両方を選択します。どちらの機能も更新されます。

FuseTOOLS-3393: [リグレッション] Camel デバッガーが Fuse 7.8+ で機能しない。
この問題を回避するには、JMX ナビゲーターを使用し、Camel プロジェクトの開始プロセスに
接続します。メニューを展開し、Camel ノードをクリックします。Edit routes をクリック
し、オプションを選択します。

FUSETOOLS-3337: DataTransformation のある Fuse プロジェクトを Karaf 7.x ランタイム上の
Fuse にデプロイできない。

Red Hat CodeReady Studio 12.18 リリースノートリリースノート
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https://issues.redhat.com/issues/?jql=(project %3D JBIDE AND affectedVersion in (4.18.0.Final) OR project %3D JBDS AND affectedVersion in (12.18.0.GA)) AND type in (bug%2C %22Feature Request%22) AND status not in (closed%2C Resolved) AND component not in (platform-installer)
https://issues.redhat.com/browse/JBDS-4710
https://issues.redhat.com/browse/JBIDE-26118
https://issues.redhat.com/browse/JBIDE-27066
https://issues.redhat.com/browse/JBDS-4818
https://issues.redhat.com/browse/JBIDE-27449
https://issues.redhat.com/browse/JBIDE-27605
https://issues.redhat.com/browse/JBIDE-27498
https://issues.redhat.com/browse/JBIDE-27496
https://issues.redhat.com/browse/FUSETOOLS-3393
https://issues.redhat.com/browse/FUSETOOLS-3337


FuseTOOLS-3373: Fuse インテグレーションプロジェクトが Camel バージョン Fuse 7.2 およ
び 7.1 のエラーで作成される。
この問題を回避するには、以下の行を jakarta.xml.bind-api ファイルに追加し、jakarta バー
ジョンを定義します。

<dependency>
<groupId>jakarta.xml.bind</groupId>
<artifactId>jakarta.xml.bind-api</artifactId>
<version>2.3.3</version>
</dependency>

利用可能な最新バージョンは 2.3.3 です。最新バージョンの詳細は、「Maven Repository:
Jakarta XML Binding API」を参照してください。

第第5章章 既知の問題既知の問題
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https://issues.redhat.com/browse/FUSETOOLS-3373
https://mvnrepository.com/artifact/jakarta.xml.bind/jakarta.xml.bind-api?repo=redhat-ga
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